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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第92期

第２四半期
累計期間

第93期
第２四半期
累計期間

第92期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 (千円) 8,244,022 8,551,950 17,477,045

経常利益 (千円) 317,693 362,958 696,619

四半期(当期)純利益 (千円) 178,581 213,311 388,082

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 333,150 333,150 333,150

発行済株式総数 (株) 5,750,000 5,750,000 5,750,000

純資産額 (千円) 5,505,294 5,936,076 5,718,846

総資産額 (千円) 10,084,207 10,304,857 11,088,262

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 31.06 37.10 67.49

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 17.00

自己資本比率 (％) 54.6 57.6 51.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 292,606 408,534 516,621

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △15,550 58,706 △6,176

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △87,947 △193,076 △155,689

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 808,446 1,248,257 974,093
 

 

回次
第92期

第２四半期
会計期間

第93期
第２四半期
会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 11.38 18.94
 

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項は発生しておらず、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業

等のリスク」についての重要な変更もありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、該当事項はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1)業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げ後における個人消費の回復が遅れていること

や、急激な円安の影響などにより、先行きは不透明な状況となっております。　

　貨物自動車運送業界においては、燃料価格の高止まりや、人件費の上昇、価格競争の激化等依然として厳しい状

態が続いております。

　このような状況の中、当社は新規荷主の開拓や、既存荷主への深耕拡大に努めるとともに、内部管理体制の一層

の充実やコスト削減努力並びに安全対策にも注力してまいりました。

　当第２四半期累計期間の業績につきましては、売上高は85億51百万円（前年同期比3.7％増）、営業利益は３億45

百万円（同14.2％増）、経常利益は３億62百万円（同14.2％増）、四半期純利益は２億13百万円（同19.4％増）と

なりました。　

 セグメントの業績は以下の通りです。

  ①運送事業

当事業につきましては、売上高は59億54百万円（前年同期比1.7％増）となり、セグメント利益は４億42百万円

（同7.1％増）となりました。これは下半期に予定していた売上が一部前倒しとなったことによるものです。　

　②倉庫事業

当事業につきましては、売上高は15億53百万円（前年同期比5.0％増）となり、セグメント利益は２億75百万円

（同8.5％増）となりました。これは保管売上の増加と前年同期に発生した倉庫補修費用が当期に発生していないこ

とによるものです。　

　③商品販売事業

当事業につきましては、売上高４億80百万円（前年同期比29.9％増）となりましたが、セグメント利益は15百万

円（同9.3％減）となりました。これは荷主より受託したデータ消去ＰＣの処分販売が増加したものの梱包資材販売

が減少したことによるものです。

　④その他

当事業につきましては、売上高５億63百万円（前年同期比4.5％増）となりましたが、セグメント利益は14百万円

（同69.8％減）となりました。これは中古ＰＣのデータ消去作業が増加したものの福祉用具レンタル事業の新拠点

開設に伴う初期費用の増加によるものです。
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(2)財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の総資産は103億４百万円となり、前事業年度末に比べ７億83百万円減少いたしました。

資産の主要科目の増減は、現金及び預金が３億11百万円増加し、営業未収入金が回収により８億21百万円減少いた

しました。

　また、負債は43億68百万円となり、前事業年度末に比べ10億円減少いたしました。負債の主要科目の増減は、営

業未払金が７億20百万円減少いたしました。

　純資産は利益剰余金の増加等により前事業年度末に比べ２億17百万円増加して59億36百万円となり、自己資本比

率は6.0ポイント増加し57.6％となりました。

 

(3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、営業活動により得られた資金が

４億８百万円あり、投資活動により得られた資金が58百万円、財務活動により使用した資金が１億93百万円となり

ました。その結果、当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物は12億48百万円(前年同期比54.4％増)と

なりました。

 (営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動により得られた資金は、４億８百万円(前年同期は２億92百万円)となりました。これは主に税引前四半

期純利益３億53百万円、減価償却費１億10百万円、売上債権の回収による減少額８億39百万円と、仕入債務の支払

による減少額７億12百万円の増減によるものです。

 (投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動により得られた資金は、58百万円(前年同期は15百万円の支出)となりました。

 (財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動により使用した資金は、１億93百万円(前年同期は87百万円)となりました。

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(5)研究開発活動

該当事項はありません。

 

(6)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社を取り巻く事業環境は厳しい状況が続いておりますが、本四半期報告書提出日現在において、経営成績に重

要な影響を与える要因はありません。

　当社といたしましては、主力の物流事業(運送・倉庫)の営業及び業務の拡大を図るため、業務本部制度を導入し

ております。業務本部間の情報共有化と連携を更に強化することで、物流事業の拡大を推進すると共に、当社が持

つ物流インフラを整備(業務・資本提携)し、新規荷主の開拓と既存荷主の取引拡大並びに新規事業の開発を行って

おり、重点市場である首都圏・中部圏での業績拡大に努めております。
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(7)経営者の問題意識と今後の方針について

物流業界は、規制緩和が進み業者間の競争が厳しさを増す一方で、荷動きの低迷に直面しており、制度や法律の

改正による企業倫理や安全・環境問題への対応等、企業として果たすべき役割や責任が大きくなってきておりま

す。

　当社は「安全」と「安心」を大切にして物流事業を通じて社会に奉仕することをスローガンに、①商品・サービ

スの使命、②社会的使命、③経済的使命の３つの使命を経営理念として株主価値の向上を図り、社会に貢献できる

会社を目指しております。

　なお、コンプライアンス全体を統括する組織として社長を委員長とする「コンプライアンス・リスク管理委員

会」を設置すると共に、「法令遵守マニュアル」を制定しコンプライアンス体制の整備及び社員の意識高揚に努

め、内部管理体制の一層の充実を図ることで主要事業許認可関係に対する法令遵守及び交通安全対策並びに環境問

題に積極的に対応する方針であります。

　また、財務報告の信頼性を確保するため、「財務報告に係る内部統制の整備・運用及び評価の取り扱い」を定め

ており、関係規程の整備、役員及び従業員の意識向上、内部監査制度の充実等を図り、財務報告に係る内部統制の

有効かつ適切な運用・管理に努めております。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,750,000 5,750,000
東京証券取引所
(市場第二部）

単元株式数は
100株であります。

計 5,750,000 5,750,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年９月30日 ─ 5,750,000 ─ 333,150 ─ 95,950
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(6) 【大株主の状況】

平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住　所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

関西電力株式会社 大阪市北区中之島３丁目６-16 900 15.65

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 520 9.04

星光ビル管理株式会社 大阪市中央区伏見町４丁目４-１ 469 8.16

株式会社毎日新聞社 東京都千代田区一ツ橋１丁目１-１ 350 6.08

ヒガシトゥエンティワン
従業員持株会

大阪市中央区内久宝寺町３丁目１番９号 282 4.91

東京センチュリーリース株式会社 東京都千代田区神田練塀町３ 270 4.69

株式会社みずほ銀行
常任代理人　資産管理サービス信
託銀行株式会社

東京都中央区晴海１丁目８－12 260 4.52

株式会社西日本シティ銀行 福岡市博多区博多駅前３丁目１番１号 260 4.52

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 182 3.16

ビービーエイチ フオー フイデリ
テイ ロー プライスド ストツク
フアンド（プリンシパル オール
セクター サブポートフオリオ）
常任代理人 株式会社東京三菱Ｕ
ＦＪ銀行

東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 94 1.64

計 － 3,587 62.40
 

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式
200

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

5,748,700
57,487 ―

単元未満株式
普通株式

1,100
― 1単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 5,750,000 ― ―

総株主の議決権 ― 57,487 ―
 

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が 53株含まれております。

 

EDINET提出書類

株式会社ヒガシトゥエンティワン(E04228)

四半期報告書

 7/19



 

② 【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ヒガシトゥエン
ティワン

大阪市中央区内久宝寺町
三丁目１番９号

200 ― 200 0.00

計 ― 200 ― 200 0.00
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成26年７月１日から平成26年

９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,083,192 1,394,857

  受取手形 389,174 367,931

  営業未収入金 2,822,793 2,000,928

  有価証券 100,001 -

  商品 12,165 11,033

  その他 249,462 239,397

  貸倒引当金 △3,222 △2,380

  流動資産合計 4,653,568 4,011,768

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,562,866 2,481,558

   機械装置及び運搬具（純額） 72,042 78,023

   土地 2,774,839 2,774,839

   その他（純額） 54,554 44,117

   有形固定資産合計 5,464,303 5,378,539

  無形固定資産 90,451 84,362

  投資その他の資産   

   投資有価証券 117,290 126,440

   差入保証金 599,977 590,865

   前払年金費用 - 43,267

   その他 222,322 137,247

   貸倒引当金 △59,651 △67,634

   投資その他の資産合計 879,939 830,186

  固定資産合計 6,434,694 6,293,088

 資産合計 11,088,262 10,304,857

負債の部   

 流動負債   

  営業未払金 1,717,875 997,024

  短期借入金 1,240,000 1,346,000

  1年内返済予定の長期借入金 397,123 368,081

  未払法人税等 178,411 146,677

  賞与引当金 167,063 163,564

  その他 332,231 394,306

  流動負債合計 4,032,705 3,415,653

 固定負債   

  長期借入金 802,697 630,399

  退職給付引当金 118,799 -

  役員退職慰労引当金 153,080 60,510

  その他 262,134 262,218

  固定負債合計 1,336,711 953,127

 負債合計 5,369,416 4,368,781

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 333,150 333,150

  資本剰余金 95,950 95,950

  利益剰余金 5,271,889 5,483,146

  自己株式 △91 △116

  株主資本合計 5,700,897 5,912,130
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 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 17,948 23,946

  評価・換算差額等合計 17,948 23,946

 純資産合計 5,718,846 5,936,076

負債純資産合計 11,088,262 10,304,857
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 8,244,022 8,551,950

売上原価 6,757,981 7,100,278

売上総利益 1,486,040 1,451,671

販売費及び一般管理費 ※１  1,183,911 ※１  1,106,557

営業利益 302,129 345,114

営業外収益   

 受取賃貸料 18,486 18,666

 その他 20,569 16,712

 営業外収益合計 39,055 35,378

営業外費用   

 支払利息 16,887 11,824

 賃貸費用 5,880 5,547

 その他 722 162

 営業外費用合計 23,490 17,534

経常利益 317,693 362,958

特別利益   

 投資有価証券売却益 4,728 -

 特別利益合計 4,728 -

特別損失   

 固定資産除却損 155 352

 投資有価証券評価損 311 188

 減損損失 5,880 9,252

 特別損失合計 6,348 9,794

税引前四半期純利益 316,073 353,164

法人税等 137,492 139,853

四半期純利益 178,581 213,311
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 316,073 353,164

 減価償却費 122,190 110,057

 売上債権の増減額（△は増加） 906,693 839,944

 仕入債務の増減額（△は減少） △889,508 △712,378

 その他 △34,421 △2,885

 小計 421,027 587,902

 利息及び配当金の受取額 3,440 3,571

 利息の支払額 △16,225 △12,108

 法人税等の支払額 △115,636 △170,831

 営業活動によるキャッシュ・フロー 292,606 408,534

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △126,000 △90,500

 定期預金の払戻による収入 153,000 153,000

 有形固定資産の取得による支出 △37,774 △31,451

 その他 △4,775 27,658

 投資活動によるキャッシュ・フロー △15,550 58,706

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 306,000 106,000

 長期借入金の返済による支出 △296,240 △201,340

 その他 △97,707 △97,736

 財務活動によるキャッシュ・フロー △87,947 △193,076

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 189,108 274,164

現金及び現金同等物の期首残高 619,338 974,093

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  808,446 ※１  1,248,257
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

 

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見

込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間

に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加

重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第２四半期会計期間の期首の退職給付引当金が118,799千円減少し、前払年金費用が29,791千円増

加し、利益剰余金が95,692千円増加しております。また、当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引

前四半期純利益はそれぞれ4,056千円減少しております。
 

 

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第２四半期累計期間

(自　平成26年４月１日 至　平成26年９月30日)

　税金費用の計算

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

 

(四半期貸借対照表関係)

 

１　偶発債務

　当社が加入する「大阪府貨物運送厚生年金基金」は、平成26年２月25日開催の代議員会で特例解散の方針を決議

しております。同基金解散に伴う費用の発生が見込まれますが、現時点で不確定要素が多いため合理的に金額を算

定することは困難であります。

 

(四半期損益計算書関係)

 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

役員報酬 81,452千円 80,721千円

給料賞与手当 412,265 〃 386,408 〃

賞与引当金繰入額 101,072 〃 100,535 〃

役員退職慰労引当金繰入額 11,520 〃 9,090 〃

退職給付費用 38,002 〃 36,082 〃

法定福利費 78,937 〃 80,713 〃

減価償却費 32,576 〃 26,280 〃

賃借料 60,821 〃 56,571 〃
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりで

あります。

 

 
前第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日)

現金及び預金 1,034,546千円 1,394,857千円

預入期間が３か月超の定期預金 　△226,100 〃　 　△146,600 〃

現金及び現金同等物 808,446千円 1,248,257千円
 

 

(株主資本等関係)

 

前第２四半期累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年６月21日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 97,746 17 平成25年３月31日 平成25年６月24日
 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

 

該当事項はありません。

 

当第２四半期累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年６月20日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 97,746 17 平成26年３月31日 平成26年６月23日
 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

 

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

 前第２四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
（注）

合計

運送事業 倉庫事業 商品販売事業 計

売上高       

　外部顧客への売上高 5,856,016 1,478,855 369,641 7,704,513 539,508 8,244,022

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 5,856,016 1,478,855 369,641 7,704,513 539,508 8,244,022

セグメント利益 413,007 254,412 17,330 684,751 47,415 732,166
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、駐車場事業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 684,751

「その他」の区分の利益 47,415

全社費用(注) △430,037

四半期損益計算書の営業利益 302,129
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　

該当事項はありません。

 
 当第２四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
（注）

合計

運送事業 倉庫事業 商品販売事業 計

売上高       

　外部顧客への売上高 5,954,727 1,553,210 480,150 7,988,088 563,861 8,551,950

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 5,954,727 1,553,210 480,150 7,988,088 563,861 8,551,950

セグメント利益 442,514 275,958 15,712 734,185 14,302 748,487
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、駐車場事業等を含んでおります。
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 734,185

「その他」の区分の利益 14,302

全社費用(注) △403,373

四半期損益計算書の営業利益 345,114
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更したこと

に伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期累計期間の「運送事業」のセグメント利益が1,439千円減少

し、「倉庫事業」のセグメント利益が479千円減少し、「その他」のセグメント利益17千円減少しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 31円06銭 37円10銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額(千円) 178,581 213,311

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 178,581 213,311

普通株式の期中平均株式数(株) 5,749,795 5,749,752
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ヒガシトゥエンティワン(E04228)

四半期報告書

18/19



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年11月13日

株式会社ヒガシトゥエンティワン

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 　西野 裕久 ㊞ 

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 　山本 雅春 ㊞ 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ヒガシ

トゥエンティワンの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第93期事業年度の第２四半期会計期間(平成26年７月

１日から平成26年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期財

務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヒガシトゥエンティワンの平成26年９月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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